[bookmark: _Hlk11337820]マンション光化コンサルタント選択についての報告（委員会説明）

1．概要
5月29日に（株）フジクラの工事部門の（株）フジクラエンジニアリングを訪問、施工会社（3社）、メーカー（3社）にコンサルタント受託の可否確認をする前にコンサル選択にあたり情報を下記の事項に沿って確認をした。（A：確認内容）
　
2. コンサルタント依頼の要点
①　工事の目的
・既存マンションの通信インフラを光ファイバで統合してリニューアルする。
②　物件の概要
・規模220部屋。築33年。鉄筋コンクリート構造13階建。
③　通信インフラ統合を想定するサービス
・インターネット接続、TV共聴、光電話、警報システム、館内同報システム等。
④　企画（提案）・設計・施工・保守についてコンサルが可能かどうか提案を頂く。
⑤　コンサルが可能であればコンサルの提案と費用見積りをもらう。

[bookmark: _Hlk11343905]3．光化のコンサルタント採用確認事項
①　区内にはコンサルできる設計事務所等が無いか
A：おそらく光化をコンサル出来る設計事務所等は無い。
②　施工会社、メーカーに依頼する、企画（提案）・設計・施工・保守を請け負えると思われる
　　事業者を選択した。
（1）施工会社（3社）
サンワコムシスエンジニアリング(株)、(株)協和エクシオ、(株)ミライト・テクノロジーズ
（(株)エムズフロンティア）
[bookmark: _Hlk11404918]A：施工業者については確認前に、長谷工にマルチキャリア対応が出来る業者があるかを確認
してみたらどうか。
・長谷工は多くのマンション経営し、マルチキャリア対応マンションも手掛けているものと想定する。実績がある施工会社の紹介とさらには、そこを利用することにより長谷工がマンション管理（幹線保守）を一括して継続できるのではと考える。
・マルチキャリアとは、機器やサービスなどが、複数の通信事業者の通信サービス・通信方式などに対応していること。
（2）メーカー（3社）
住友電気工業（株）、古河電気工業（株）、（株）フジクラ
[bookmark: _Hlk11404721]A：住友電気工業（株）、古河電気工業（株）はコンサル業務はやっていない、(株)フジクラエ
ンジニアリングは可能（企画（提案）・設計・施工）であるが、元勤務していた会社であると今後の活動に支障が出るのではないか、よって辞退
　・(株)フジクラエンジニアリングではコンサルは請け負わないが、企画･設計等の相談には応じてもらえる、配線設計は相談に応じられるが、管路設計等、躯体に関わる部分は難しい。
[bookmark: _Hlk11403380]
4．その他
①　光回線装置（D-ONU、V-ONU）について
[bookmark: _GoBack]（1）一体化した製品でなく分離した方が安価で機器保守にも良い
②　通信キャリアへの取り込み
（1）ＮＴＴの方式では光カプラーで1芯の光ファイバを使用して8本分配する方式と思われる
が、同一のキャリアでサービスを受けるので有ればこの方式は有効であるが、異なったキャリアを分配する配線方法だと保守等問題（障害が有ったときの責任分界）。
③　構内配線工事について
（1）共用部から専有部にいく横引き配管（電話配管・TV配管）をよく調査しないと線が絡まっ
たりしている事もある。
（2）詰まっている場合は管路の新設等が発生すると思われたとき長谷工の建築部門と相談してみてはどうか
④　保守について
[bookmark: _Hlk11405371]（1）TV施設で緊急対応等発生したら足回りの良い業者を選択するには宅内、マンション工事に
[bookmark: _Hlk11525599]精通している業者にコンサルを可能か確認してみたらどうか。
（2）日本アンテナ(株)、マスプロ電工(株)、DXアンテナ(株)、(株)HYSエンジニアリングサー
ビス
（3）保守修繕等行うときは切り分けをするので分界点を設ける必要がある。
⑤　光化するに当たり住民の賛成を得るには、警報システム、館内同報システムの構築をする事を
主に提案してはどうか。
⑥　すべて光化にすると電話回線、VDSL回線（電話線）使用者に支障があるので撤去しないで残　　
しておく。　　

5．配線方法の検討
①　異なった通信キャリアの回線を構築するにはどの様な配線方法となるか
（1）複数の通信キャリアを利用する場合、ＭＤＦ室に各通信キャリアのＰＤ盤を用意してもらう。次段に光スプリッタを用意する。220世帯では4契約（4回線の光信号入力）し各64分岐のスプリッタを用意すると考えるが、通信キャリアとの契約確認（分岐数等）が必要。
・・・ロケーションの確認等々。
（2）MDF室から各世帯には４心を敷設する。（１心：インターネット用、１心：テレビ用、１心
警報システム用、１心：館内同報システム用）
※　警報システム、館内同報システムが光化できるかはメーカー確認必要
通信キャリアのインターネット部分は、光スプリッタと上記４心のパッチ盤の配線変えにて
キャリア選択することなる。
　　　・縦系配線　220世帯×4芯＝880芯 1条による布設の場合 ケーブル外径　18.5mm
　　　　　  3棟で別れる場合、300芯ケーブルを敷設することになると想定 外径 13.0mm
・横系配線　世帯数による、4芯低摩擦インドア（黒シース）外径 3.4×2.0mm
・宅内配線　４芯小型ローゼット 外径 W76×H165×D26mm
　②　各キャリアを単独配線することは保守（切分け出来るようにする）、その他契約、規則制約
があるのか
（1）単独配線するためには空き管路が必要。上記配線においては、MDF室から各部屋までの光
ケーブル品質はマンション側の施工で保証することとなる。
（2）通信キャリアとの契約は、ＭＤＦ室内の機器、宅内の端末になると想定する。
③　各通信キャリアに切り替えるときは
（1）外線→PT→光スプリッタ（インターネット用）→光パッチパネルまでの設置はどこが施工。
・通信キャリアが行う範囲。

6．今後の進め方
[bookmark: _Hlk11757360]①　長谷工にマルチキャリア対応が出来る業者があるかを確認してみる。
②　TV施設を構築できる業者にコンサルが可能か確認する。
[bookmark: _Hlk11757329]③　住民アンケートを実施する。
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